
122023
No. 213

公式ＬＩＮＥ
友だち募集中

職員を募集します職員を募集します…2　…2　高家神社「竹あかり」開催…3　農業･漁業緊急経済対策継続給付金…3　人事行政の運営高家神社「竹あかり」開催…3　農業･漁業緊急経済対策継続給付金…3　人事行政の運営
などの状況…4　税務課からのお知らせ…8　上手なお酒の飲み方…9　エコ☆ニュース…10　ベルギー海外交流などの状況…4　税務課からのお知らせ…8　上手なお酒の飲み方…9　エコ☆ニュース…10　ベルギー海外交流
事業の参加生徒を募集します…12　防災ワンポイント…13　今月の表紙…13　あれこれ南房総…14　今月の掲事業の参加生徒を募集します…12　防災ワンポイント…13　今月の表紙…13　あれこれ南房総…14　今月の掲
示板…16　めっけたぁ‼おらがの文化財…18示板…16　めっけたぁ‼おらがの文化財…18



2 2023年12月号

試
験
日　
１
次
試
験　
１
月
14
日（
日
）

	
	

２
次
試
験　
2
月
13
日（
火
）

	
	

　
　
　
　
ま
た
は
14
日（
水
）

１
次
試
験
合
格
発
表　
１
月
24
日（
水
）

申
込
書
な
ど
の
請
求
先　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
総
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
限　
１
月
４
日（
木
）ま
で

※�

郵
送
の
場
合
は
、
１
月
４
日（
木
）ま
で
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
締
切
日
直
前
は
、
速
達
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

　
総
務
課　
☎
33 

― 

１
０
２
５

職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
令
和
６
年
度（
令
和
６
年
４
月

１
日
）採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験【
二
次
募

集
】を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
般
行
政
職（
初
級
）

　
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

　

�

受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

土
木
技
術
職（
初
級
）

　
採
用
予
定
人
数　
１
人

　

�

受
験
資
格　
昭
和
53
年
4
月
2
か
ら
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

市
が
求
め
る
人
物
像
は
次
の
３
点
で
す
。

◇�
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も

に
考
え
行
動
す
る
職
員

◇�

広
い
視
野
で
総
合
的
に
判
断
・
行
動

で
き
る
職
員

◇�

社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

柔
軟
性
の
あ
る
職
員

募
集
職
種

建
築
技
術
職（
初
級
）

　
採
用
予
定
人
数　
１
人

　

�

受
験
資
格　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
一
級
建
築
士
も
し
く

は
二
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た

は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
の
人
。

保
育
教
諭
職

　
採
用
予
定
人
数　
４
人

　

�

受
験
資
格　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人
。

※�

採
用
後
の
職
種
内
容
は
、
配
属
先
に
よ

り
、
保
育
士（
保
育
所
）ま
た
は
幼
稚
園
教

諭（
幼
稚
園
）の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

保
健
師
職

　
採
用
予
定
人
数　
２
人

　

�
受
験
資
格　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

一般行政職・土木技術職一般行政職・土木技術職
建築技術職・保育教諭職建築技術職・保育教諭職

保健師職保健師職

試
験
日
程
な
ど



32023年12月号

　
12
月
９
日（
土
）か
ら
点
灯
し
て
い
ま
す
。

　
千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会（
小
沢
正
順
会

長
）の「
高
家
学
ぼ
う
会
部
会（
堀
江
洋
一
部

会
長
）」で
は
高
家
神
社
境
内
に
竹
灯
籠
を
設

置
し
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
参
拝
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も「
高
家
学
ぼ
う
会
」の
部
会
員
と
地

元
の
谷
津
区
の
方
々
が
中
心
と
な
り
竹
灯
籠

の
製
作
と
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
南
房
総
学
」の
一
環
と
し
て
千
倉
中
学
校

３
年
生
75
名
一
人
ひ
と
り
が
作
っ
た
竹
灯
籠

が
参
道
両
脇
に
加
わ
り
、
千
葉
工
業
大
学
に

よ
る
鳥
居
を
模
し
た
大
型
オ
ブ
ジ
ェ
も
階
段

に
飾
ら
れ
、
更
に
ア
ー
チ
形
の
新
型
オ
ブ

ジ
ェ
も
設
置
さ
れ
、
昨
年
か
ら
更
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た「
竹
あ
か
り
」が
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
夜
間
に
ご
来
場
の
際
は
お
静
か
に
願
い
ま

す
。
駐
車
場
で
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

　
令
和
６
年
２
月
25
日（
日
）ま
で　

　
毎
日
点
灯

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間

　
16
時
30
分
～
21
時
30
分

高
家
神
社「竹

あ
か
り
」開
催

農
業･

漁
業
緊
急
経
済
対
策

継
続
給
付
金

　
千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会

	

「
き
ず
な
」（
高
家
神
社
社
務
所
）

	   


☎
44 

― 

５
６
２
５

　
農
林
水
産
課

	

☎
33 

― 

１
０
７
１

前回のライトアップのようす

と
こ
ろ

　
高
家
神
社

　
（
南
房
総
市
千
倉
町
南
朝
夷
１
６
４
）

※�

天
候
、
そ
の
ほ
か
事
情
に
よ
り
点
灯
時
間

が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
今
の
原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
る
農

業･

漁
業
者
へ
事
業
継
続
を
下
支
え
す
る
た

め
、
経
費
負
担
を
軽
減
す
る
支
援
を
し
ま

す
。

対
象
事
業
者

　

農
業
者
は
、
令
和
４
年
分
の
農
作
物
販

売
金
額
が
50
万
円
以
上
、
漁
業
者
は
、
市
内

漁
業
協
同
組
合
お
よ
び
同
組
合
の
組
合
員

で
、
令
和
４
年
分
の
漁
獲
販
売
金
額
が
50
万

円
以
上
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
。

①�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
、
個

人
事
業
主
で
あ
る
。

②
令
和
５
年
度
に
販
売
出
荷
し
て
い
る
。

③�

事
業
を
営
ん
で
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

１
年
以
上
の
事
業
を
継
続
す
る
。

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

申
請
期
限

　
令
和
６
年
２
月
９
日（
金
）

※�
申
込
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

本
庁
農
林
水
産
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で

入
手
可
能
で
す
。

　

�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受
付
窓
口

　
農
林
水
産
課　
８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
※�

郵
送
の
場
合
は
、
令
和
６
年
2
月
９
日

の
消
印
有
効

交
付
金
額

　
対
象
経
費
に
応
じ
て
１
万
円
か
ら

※�

対
象
経
費
の
合
計
が
20
万
円
以
上
必
要
で

す事業者 対　象　経　費 交　付　金　額

農業者
令和４年分確定申告書などの
対象経費における肥料費、農
薬費、燃料費、資材費の合計

対象経費×５％。
（※農林水産省肥料価格高騰対
策事業もしくは、千葉県肥料価
格高騰緊急支援事業、またはそ
の両方の申請者は、肥料費のみ
１００分の２とする）

漁業者
令和４年分確定申告書などの
対象経費における燃料費、資
材費の合計

 
対象経費×５％

【経費説明】肥料費（肥料の購入経費）・農薬費（農薬の購入経費）・燃料費（灯油
や重油などの燃料費）・資材費（出荷の際の資材購入経費（ダンボールなど））



4 2023年12月号

職　種 令和4年度
採用者数

令和４年度退職者数
定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他
（死亡など） 合計

一般行政職 13 15 １ ６ ０ 22
技能労務職 ０ １ ０ ０ ０ １
保健師職 ０ ０ ０ ０ ０ ０
保育士職 ５ ０ ０ １ ０ １
幼稚園教諭職 ２ ０ ０ １ ０ １
医 師 職 １ ０ ０ ０ ０ ０
合    計 21 16 １ ８ ０ 25

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の人事評価の状況

３　職員の給与の状況

（１）採用および退職の状況

（３）年齢別職員数の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（２）部門別職員数の状況（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

部　  局 令和４年
４月１日現在

令和５年
４月１日現在

市 長 298 307
教育委員会 130 135
農業委員会 　4 　4
議会事務局 　5 　5
監査委員事務局 　2 　1
選挙管理委員会 　1 　1
病 院 　38 　39
水 道 　20 　20
合    計 498 512

注：�常勤の教育長は含みません。「１（１）
採用および退職の状況」と当項目の職
員数の差は、「１（１）採用および退職
の状況」の採用者数が令和４年度のた
め合致しません。

職員の執務について、職務遂行において挙げた実績および発揮した行動などについて、毎年度評価を実施しています。

注：�職員数には再任用フルタイム勤務職員を含み、再任用短時間勤務職員は
含みません。

注：常勤の教育長は含みません。

年齢（歳） 18～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55以上 合　計
Ｒ４. ４. １現在 25 39 31 45 87 105 88 78 498
Ｒ５. ４. １現在 31 37 40 37 79 103 101 84 512

区　分 住民基本台帳人口
  （令和４年度末）

歳 出 額
　（Ａ） 実質収支 人 件 費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
令和４年度  35,287 人 24,070,248 千円 1,254,518 千円 4,353,867 千円 18.0％

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 （B）/（A）給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計 （Ｂ）

令和４年度 440人（8人）1,669,486 千円 209,034 千円 650,619 千円 2,529,139 千円  5,748 千円

評 価 制 度 の 概 要
・評価は「業績評価」と「能力評価」の２種類で、各々絶対評価で行う
・業績評価は、個人の業務目標の達成度を評価する
・能力評価は、職員期待行動の実践度を評価する

評 価 期 間 令和４年４月１日～令和５年３月 31日
対 象 者 全職員（派遣職員、非常勤職員などを除く）

（令和４年度）

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況 　総務課
	 ☎ ３３－１０２５

　地方公務員法第58条の２および南房総市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規
定により、令和４年度における人事行政の運営などの状況についてお知らせします。



52023年12月号

（４）職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

職種
令和４年４月１日現在 令和５年４月１日現在

平均年齢 平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給与

月額（円）給料 諸手当 給料 諸手当
一般行政職 44 歳４か月 379,733 329,501 50,233 44 歳５か月 369,830 324,856 44,974
技能労務職 52 歳７か月 298,600 275,756 22,844 53 歳２か月 303,156 279,818 23,338
教　育　職 42 歳８か月 353,781 334,085 19,696 42 歳５か月 351,828 331,691 20,137

区　　分 市 国

一般行政職
大 学 卒 185,200 円 185,200 円
高 校 卒 158,900 円 154,600 円

技能労務職
技能職員 147,900 円 ―
労務職員 143,800 円 ―

（５）一般行政職の級別職員数の状況（令和５年４月１日現在）

（６）職員の手当の状況
・期末手当・勤勉手当

・特殊勤務手当（令和5年4月1日現在）

・退職手当（令和５年４月１日現在）

・時間外勤務手当

注：�退職手当の１人あたり平均支給額は、令和４年度に退職し
た職員に支給された平均額です。

区　分 １級 ２級 3級 ４級 5級 6級 7級 8級
合計標準的な

職務内容
主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
副主査

係長
主査

課長補佐
副主幹

課長
所長 部長

職員数 15 39 32 80 54 46 27 ８ 301
構成比 5.0％ 13.0％ 10.6％ 26.6％ 17.9％ 15.3％ 8.9％ 2.7％ 100.0％

１人あたり平均支給額（令和４年度） 1,479 千円

令和４年度支給割合 期末手当
勤勉手当

2.40 月分
2.00 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級など
による加算措置（5％～ 20％）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分  33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分   47.709 月分
最高限度額 47.709 月分   47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　2％～ 20％加算
1人あたり平均支給額 7,342 千円 18,201 千円

支給実績（令和４年度決算） 1,091 千円
支給職員 1人あたり平均支給年額
（令和４年度決算） 　 155,857 円

手当の種類 ６種類

手当の名称
行旅死亡人取扱作業手当・行旅病人取
扱作業手当・防疫手当・塵

じんかい
芥処理作業

手当・収集業務手当・処理業務手当

支給実績（令和４年度決算） 76,746 千円
支給職員 1人あたり平均支給年額
（令和４年度決算） 199,859 円
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（令和5年4月1日現在）

６　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分者数の状況（令和４年度）

（１）育児休業および
　　部分休業の取得状況（令和４年度）

（２）懲戒処分者数の状況（令和４年度）

（２）自己啓発休業等の取得状況
　　（令和４年度）

（単位：人） （単位：人）

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
０ ０ ７ ０ ７

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
０ ０ ０ ０ ０

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５　職員の休業に関する状況

開始時間 終了時間 休憩時間 勤務時間
8 時 30 分 17 時 15分 12時 00分～ 13時 00分 7時間 45分

・その他の主な手当（令和5年4月1日現在）

・特別職の報酬などの状況（令和5年4月1日現在）

扶養手当

・配偶者            　　　　　 6,500円　（行政職8級職員　配偶者　　　　　　  3,500円）
・子　　　　１人につき　10,000円
・父母など　１人につき　  6,500円　（行政職8級職員　父母など1人につき　3,500円）
・満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子　　　1人につき5,000円加算

住居手当 ・�借家、借間の場合（月額14,000円を超える家賃支払い人）家賃月額に応じて、月額28,000円を
限度に支給　　

通勤手当 ・交通機関など利用者　定期代など全額支給
・交通用具など利用者　交通用具および通勤距離に応じて、月額54,300円を限度に支給

区　　　分 給料月額など 期末手当 退職手当

給　料 市　長
副市長

830,000 円
694,000 円 （令和４年度支給割合）

６月期  2.15 月分
12月期  2.25 月分
計　  4.40 月分

830,000 円×在職月数× 0.35
694,000 円×在職月数× 0.25

報　酬
議　長
副議長
議　員

413,000 円
360,000 円
337,000 円

区　分 育児休業
取得者数（人）

部分休業
取得者数（人）

男性職員 ４ 0
女性職員 ４ 0
合　　計 ８ 0

区　分 自己啓発休業等
取得者数（人）

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

７　職員の服務の状況
（１）年次有給休暇の取得状況
　　（令和４年度）

（２）介護休暇の取得状況
　　（令和４年度）

平均取得日数 消化率
12.1 日 32.8％

区　分 介護休暇
取得者数（人）

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況
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９　職員の研修の状況

１０　職員の福祉および利益の保護の状況

１１　公平委員会の業務の状況

（２）再就職の届出義務

（３）再就職状況（令和４年度退職者）

（１）職員健康管理に関する状況

（２）共済制度

（３）互助会制度

（１）勤務条件に関する措置の要求に係る事項（令和４年度）　　　　該当する案件なし
（２）不利益処分についての審査請求に係る事項（令和４年度）　　　該当する案件なし

　離職時に課長級以上のポストに就いていた職員であった人は、離職後２年間、営利企業などに
就職した場合は届け出ることとなっています。

　職員の健康管理状態を把握し、健康被害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断、生活習慣
病予防健康診断、メンタルヘルス対策として心の健康相談などを実施しています。

　職員の掛金と事業主である市町村の負担金で運営されている千葉県市町村職員共済組合および
公立学校共済組合の制度により、福祉事業の一環として下記の事業を実施しています。
・健康管理のための生活習慣病予防健診、人間ドックの利用制度　
・家族の生活安定のための出産療養など給付事業
・家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営

　県内市町村などで組織された千葉県市町村職員互助会に加入しています。
ア）運営　職員の掛金と市町村の負担金により運営されています。
	 ■職員掛金（個人負担）　標準報酬月額×3.6/1,000
	 ■市負担金（公費負担）　標準報酬月額×3.6/1,000
イ）主な事業内容　各種給付事業、厚生事業（保険事業）

退職時職位 退職者数
再就職先

再就職者合計市に再就職
営利企業など

再任用 臨時職員など
部長職 ２ １ ０ １ ２
課長職 ６ ３ ０ １ ４
計 ８ ４ ０ ２ ６

区  分 受講者数（人） 備　　考

広域研修 78
安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員
研修、係長研修、接遇研修、再任用職員研修、クレーム対応研修、コーチング研修、行政
法研修）

派遣研修 77 千葉県自治研修センター、日本経営協会、市町村アカデミー

（令和４年度）

８　職員の退職管理の状況
（１）営業活動の制限について

　離職後に営利企業などに再就職した人は、離職前５年間携わった職務に関する契約などの事務
について、離職後２年間、現役職員へ契約の依頼などを行うことを禁止しています。

ウ）支出状況（令和４年度）
区　　分 支 出 額 備　　考
職員掛金 539千円 人数 411人市負担金 539千円

（単位：人）
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　年末年始はお酒を飲む機会が増える季節です。
「お酒は百薬の長」という言葉をご存知の人は多いのではないでしょうか。お酒には、食欲の増進や血行の改
善など適量であれば健康に良い効果があります。しかし、適量を過ぎた飲酒は体や心に悪影響を及ぼします。
お酒の適量や飲むときのコツを知って、お酒と上手に付き合いましょう。

　肝臓で分解できるアルコールには限度があります。適量以上の飲酒は、肝細胞が傷つき、肝機能が低下す
ることで「脂肪肝」を招きます。脂肪肝が進行すると「肝硬変」「肝臓がん」など命に関わる疾患につながることも
あります。

　20ｇの純アルコールを含むのはそれぞれ以下の量です。
●ビール（アルコール度数５度）… ………… ロング缶１本（５００ｍｌ）
●日本酒（アルコール度数15度）… …………………… １合（１８０ｍｌ）
●焼酎（アルコール度数25度）………………………０.６合（１１０ｍｌ）
●ウイスキー（アルコール度数43度）…………… ダブル１杯（60ｍｌ）
●ワイン（アルコール度数12度）… …………… グラス２杯（２００ｍｌ）
●チューハイ（アルコール度数７度）………………… 缶１本（３５０ｍｌ）
※いずれも壮年期男性の目安
　女性や高齢者はこの半分が適量といわれています。ただし、この量はお酒への耐性がある人の目安です。
体格、年齢、その日の体調によっても適量は変わります。

　空腹時にお酒を飲むとアルコールの吸収が速く、悪酔いの原因になります。食事と一緒に飲むことで、飲み
過ぎを予防しアルコールにより失われやすい栄養素を補給することができます。

　連日の飲酒は、アルコールを処理する器官である肝臓をいた
めます。２～３日お酒を飲んだら、次の日はお酒を控えて、週
２回は休肝日を作りましょう。１日お酒を休むと、胃腸の粘膜
が修復され、肝臓の機能もかなり回復します。

　お酒を適正に飲めているかを確認する方法のひとつとして健
康診断があります。健診結果が手元にある人は、肝機能を示
す数値である、ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）、γ―ＧＴ（γ
―ＧＴＰ）を見てください。チェックが付いている人は飲み過ぎ
の可能性があります。肝臓は「沈黙の臓器」とも呼ばれ、自覚症
状が現れた時には重症化していることが少なくありません。年
に１度は健康診断を受けましょう。

お酒を飲み過ぎると

肝臓は沈黙の臓器

食事と一緒にゆっくりと飲む

週に２日は休肝日をつくる

お酒の適量は１日平均純アルコールで約20ｇ

健康推進課健康推進課 36-115436-1154
上手なお酒の飲み方上手なお酒の飲み方
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174-1174-1 「ごみ」と「し尿」の「ごみ」と「し尿」の
年末年始の業務年末年始の業務

　12月29日（金）から１月３日（水）までの、年末年始の『ごみ』と『し尿』業務について、お知らせします。な
お、１月４日（木）からは通常業務です。

　12月29日（金）から１月３日（水）まで、し尿のくみ取りは行いません。
　鋸南地区環境衛生組合（富浦･富山･三芳地区）　☎５５－０３２９

　　　※�外房地区（白浜･千倉･丸山･和田）の人は１月４日から、し尿のくみ取り申し込み先が「南房総市水処
理センター」へ変更になります。

	 12月28日まで　⇒　千倉衛生センター（白浜･千倉･丸山･和田）　☎４４－００８４
	 １月　４　日から　⇒　水処理センター 　（白浜･千倉･丸山･和田）　☎２８－４０８１

◎ごみの持ち込み受付時間　

◎し尿のくみ取り

 
 

12 月 29日
（金）

12月 30日
（土）

12月 31日
（日）

1月 1日
（月）

1月 2日
（火）

1月 3日
（水）

【富浦 ･富山 ･三芳地区】
大谷クリーンセンター
☎５７－２６４６

８：30～
12：00
13：00～
16：00

休 休 休 休 休

【千倉 ･丸山 ･和田地区】
千倉清掃センター
☎４４－１２６３
【白浜地区】
白浜清掃センター
☎３８－４５６０

９：00～
12：00
13：00～
16：00

９：00～
11：30 休 休 休 休

※年末は、大変込み合いますので、早めに持ち込まれるようご協力をお願いします。
※収集日は家庭に配布した収集カレンダーをご覧ください。

　野外でのごみの焼却は、一部の例外を除き禁止されています。
一般家庭ごみの処分は、「ごみの出し方分け方」の分別方法にしたがい、ごみ指定袋に入れてお住まいの地区のごみ
ステーションへ出しましょう。
●知っていますか？厳しい罰則規定
　廃棄物を焼却した場合、５年以下の懲役もしくは1,000万円（法人は３億円）以下の罰金または併科されます。
　地面、素堀りの穴、ドラム缶、ブロック囲い、構造基準を満たさない焼却炉での焼却も野焼きとみなされます。
● 例外で認められている焼却行為（抜粋）
　○風俗習慣上または宗教上の行事を行なうために必要な廃棄物の焼却
　　例：しめ縄や門松などの焼却、お盆の迎え火送り火など
　○�農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行なわ

れる焼却
　　例：�害虫駆除のための稲わらの焼却、焼き畑、あぜの草および下草

の焼却、魚網に付着した海産物の焼却など
　○た�き火そのほか日常生活を営むうえで通常行なわれる場合で軽微な

もの
　　例：落ち葉たき、キャンプファイヤーなど

野焼きは禁止されています

　例外で認められている　例外で認められている
焼却行為でも、煙や臭い焼却行為でも、煙や臭い

が近所の迷惑となり、著しが近所の迷惑となり、著し
く周辺の生活環境に影響く周辺の生活環境に影響
がでる場合は指導の対象がでる場合は指導の対象

となります。となります。
周囲に配慮しましょう。周囲に配慮しましょう。

注意注意
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174-2174-2 もう一度、家族みんなで確認！もう一度、家族みんなで確認！
ごみの出し方ワンポイントレッスン♪ごみの出し方ワンポイントレッスン♪

　モバイルバッテリー、加熱式タバコ、電子機器のバッテリーなど、リチウムイオン電池を含む電子機器が
プラスチックごみの中に混入し、収集車や清掃センター、リサイクル工場などで発火するトラブルが近年増
加しています。一度発火してしまうと、まわりには燃えやすいプラスチックがあるので、なかなか消火でき
ません。
　電子機器にはプラスチック部分が多く、誤ってプラスチックと一緒にごみの日に出してしまうと、取り除
く事が極めて難しくなります。
　その理由は、乾電池などは磁石に付くので除去しやすいのですが、リチウムイオン電池を含む電子機器
は磁石に付かないものが多く、除去することが難しいため、ごみの分別にご協力をお願いします。

リチウムイオン電池を含む電子機器を
プラスチックごみに混ぜないで！危険！

●リチウムイオン電池を含む電子機器などは『金物類』で出してください。

●乾電池やボタン電池は、別の袋に入れて
『金物類』で出してください。
　両極にテープを貼って絶縁したうえで、乾電池、充電式電池、ボタン電池
（コイン電池）をまとめて透明または半透明の袋に入れて出してください。

有料広告有料広告

ゲーム機

モバイル
バッテリー

ハンディ
クリーナー

リチウムイオン電池

電動歯ブラシ 電気シェーバー

スマート
フォン

電子タバコ
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ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
グ
市
と
の

海
外
交
流
に
参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
生
徒
や
家
族
と

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
異
文
化

交
流
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
生
徒
の
受
入
れ
を

行
い
ま
す
。

事
業
の
目
的

　
中
学
生
を
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
と
ベ

ル
ギ
ー･

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
が
姉
妹
提
携
を

結
ん
で
い
る
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
グ
市
へ
派
遣

し
、
友
好
親
善
お
よ
び
国
際
理
解
を
深
め
、

国
際
的
感
覚
を
備
え
る
と
と
も
に
、
次
代
を

担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程

　
派
遣
／
令
和
６
年
８
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
16
日
の
９
日
間

　
受
入
／
令
和
６
年
８
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
25
日
の
９
日
間

応
募
資
格

●�

市
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生（
現
在
の
１
、

２
年
生
）

●�

健
康
で
外
国
生
活
に
適
応
で
き
、
か
つ
帰

国
後
も
そ
の
成
果
を
活
か
せ
る
生
徒

●
英
語
の
基
礎
的
な
能
力
を
有
す
る
生
徒

ベ
ル
ギ
ー
海
外
交
流
事
業
の

参
加
生
徒
を
募
集
し
ま
す
　
教
育
総
務
課

	

☎
46 

― 

２
９
６
１

募
集
人
数

　
８
人

派
遣
補
助
金

　
参
加
す
る
生
徒
の
渡
航
費
用（
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
な
ど
を
含
む
航
空
券
代
）の
半
分

を
、
最
大
20
万
円
を
上
限
に
、
市
が
補
助
金

と
し
て
負
担
し
ま
す
。

※�
航
空
券
代
の
差
額
に
加
え
、
パ
ス
ポ
ー
ト

や
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
着
替
え
な
ど
日
常
品

は
各
自
負
担
で
す
。

申
請
書
な
ど
の
提
出

　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
申
請
書
と
作
文

を
令
和
６
年
１
月
11
日
ま
で
に
学
校
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
者
説
明
会

　

12
月
26
日
19
時
か
ら
、
三
芳
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
希
望
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
本
事
業
に
興
味
の
あ
る
人
は
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
参
加
人
数
把

握
の
為
、
事
前
に
教
育
総
務
課
担
当
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市ホームページ

南
房
総
市
第
10
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
素

案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

南
房
総
市
障
害
福
祉
計
画（
第
７

期
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

申請はお済みですか？申請はお済みですか？
低所得の子育て世帯に低所得の子育て世帯に
対する子育て世帯生活対する子育て世帯生活

支援特別給付金支援特別給付金

　

南
房
総
市
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

　

�

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧･

提
出
期
限

　
令
和
６
年
１
月
５
日(

金)

ま
で

提
出
方
法

　

指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
用
紙
は
、
社
会
福
祉

課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
て
い
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課　
☎
36
―
１
１
５
１

　『広報みなみぼうそう６
月号』でお知らせしたこの
給付金の期限が迫ってい
ます。
　申請の済んでいない世
帯は、お早めに申請して
ください。
　詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

　社会福祉課
　  ☎36 ― １１５３

　
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　

　
高
齢
者
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行

　
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧･

提
出
期
間

　
12
月
20
日（
水
）～
令
和
６
年
１
月
22
日（
月
）

提
出
方
法

　
指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
高
齢
者
支
援
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
課　
☎
36 

― 

１
１
５
２

申請期限
令和６年２月29日

（郵送の場合は消印有効）

ひとり親世帯以外分 ひとり親世帯分
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火災への備え
　就寝中など火災に気づきにくい状況でも、住宅用火災警報器を設置することで早く発見する
ことができます。
　また被害の拡大を防ぐために消火器を備えましょう。地域の防災訓練など、消火器の取り扱
いの訓練がある場合には、積極的に参加して消火器の扱い方を体験しましょう。初期消火でき
れば被害は比較的、軽く済ませることができます。
逃げるタイミングは…
　消火活動を行っていて、天井まで火が燃え移ってしまった時
は、個人での消火活動は困難になります。天井まで燃え広がっ
たのを確認したら、初期消火活動を止め、速やかに避難しま
しょう。
火災の被害を抑えるために
　火災被害を抑えるために、燃えやすい家具について、防炎仕
様の製品を選びましょう。天井まで燃え移る原因になりやすい
カーテン類などは、商品購入時に防炎品か確認してみましょう。

防災ワンポイント

火災の被害をなくすために出来ること

今月の表紙
小松寺のもみじ

　千倉町大貫にある、市では『もみじの寺』として
知られる小松寺。例年11月中旬から12月中旬には
もみじやイチョウが鮮やかに色付き、紅葉の名所に
なっています。
　例年、南房総市産業まつりと同日に小松寺もみじ
祭りを開催しています。夜になるともみじやイチョ
ウのライトアップが見れらます。

綺麗に色付く紅葉、
多くのお客さんで賑わっていました。
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南
房
総
市
ひ
と
り
親
福
祉
会
長
の
安
藤
は

る
江
さ
ん
が
、
令
和
５
年
度
千
葉
県
母
子
寡

婦
福
祉
大
会
に
て『
母
子
福
祉
功
労
賞
』を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
子
福
祉
功
労
賞
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
会

の
役
員
と
し
て
15
年
以
上
に
わ
た
り
会
の
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
対
し
、
一
般
財
団

法
人
千
葉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
す
。

　
安
藤
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
に
千
倉
町
母
子

福
祉
会
に
入
会
。
千
倉
町
母
子
福
祉
会
長
、

南
房
総
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
千
倉
支
部
長
、

南
房
総
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
長
を
経
て
、
平

成
28
年
か
ら
は
南
房
総
市
ひ
と
り
親
福
祉
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
研
修
会
や

懇
親
会
等
の
企
画
・
運
営
、
母
子
会
員
の
良

き
相
談
者
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
永
年
に
わ
た
り
市

政
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
功
労
表
彰
、
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
人
を
善
行
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

功
労
表
彰

・
学
校
医
・
学
校
管
理
医

　
原　
　
久
彌（
富
浦
地
区
）

　
鈴
木　
　
丹（
館
山
市
）

　
故　
山
田　
教
和（
館
山
市
）

　
※
遺
族
に
表
彰
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

・
交
通
指
導
員

　
山
口　
敏
幸（
千
倉
地
区
）

善
行
表
彰

・
寄
附
者

母
子
福
祉
功
労
賞
を
受
賞

定
期
表
彰
式
を
開
催

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

定期表彰式

委嘱状交付式

安藤はる江さん

　

嶺
南
小
学
校
４
年
生
か
ら
、
農
業
体
験

学
習
で
大
切
に

栽
培･

収
穫
し
た

新
米
の「
に
じ
の

き
ら
め
き
」

４
８
０
㎏
が
市

の
学
校
給
食
に

寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
米
は
、
11

月
20
日（
月
）に

市
内
の
学
校
給

食
で
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

収
穫
し
た
お
米
を
学
校
給
食
に

　
森　
　
征
夫（
和
田
地
区
）

　
株
式
会
社
地
質
士（
館
山
市
）

　
株
式
会
社
新
昭
和（
君
津
市
）

　
株
式
会
社
大
松
建
設（
成
田
市
）

　
株
式
会
社
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ（
神
奈
川
県
）

　
株
式
会
社
千
辰
地
所（
館
山
市
）

　

�

コ
ー
ン
ズ･

ア
ン
ド･

カ
ン
パ
ニ
ー･

リ
ミ

テ
ッ
ド（
東
京
都
）

　
コ
ー
ン
ズ･

モ
ー
タ
ー
ス
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
コ
ー
ン
ズ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
Ｃ
．
Ｐ
．
Ｓ（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
日
進
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
千
葉
市
）

　
株
式
会
社
服
部（
館
山
市
）

　
Ｂ
２
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社（
東
京
都
）

　

10
月
１
日
、
農
業
支
援
ス
タ
ッ
フ（
農
業

研
修
生
）と
し
て
川か

わ
ひ
が
し
た
か
ま
さ

東
啓
聖
さ
ん（
26
歳
）を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
し
ま
し

た
。
川
東
さ
ん
は
い
ち
ご
の
栽
培
技
術
な
ど

の
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
川
東
さ
ん
は
奈
良
県
奈
良
市
出
身
、
こ
れ

ま
で
農
業
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
南

房
総
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
る
知
人
の
活
動
を
見
て
、
南
房
総
市
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
将
来
は
就
農
し
、
動
画
制
作
な
ど
の
ス

キ
ル
を
活
か
し
た
観
光
農
園
な
ど
も
考
え
て

い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
農
業
技
術
や
加
工
技
術
を
一
定
期
間
学
ぶ

こ
と
で
協
力
隊
任
期
終
了
後
の
就
農
を
目
指

し
ま
す
。

お米寄贈　嶺南小４年
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10
月
12
日（
木
）、
子
ど
も
た
ち
に
安
房
の

農
業
、
地
産
地
消
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
、
Ｊ
Ａ
安
房
か
ら
南
房
総
市

に
新
米
の「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」２
１
０
㎏
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
米
は
、
10
月
31
日（
火
）の
学
校
給
食
で

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
立
安
房
拓
心
高
校
が
、
今
年
度
か
ら
栽

培
し
て
い
る
地
域
の
枝
豆
品
種
で
あ
る「
鴨

川
七
里
」が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
、
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
２
粒
以
上
の
鞘
だ

け
を
選
別
し
、
給
食
用
に
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
枝
豆
は
、
10
月
26
日（
木
）に

外
房
地
区
の
給
食
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
安
房
か
ら
お
い
し
い
新

米
を
い
た
だ
き
ま
し
た

枝
豆「
鴨
川
七
里
」を

　
い
た
だ
き
ま
し
た安房拓心高校にて

JA寄贈式当日の給食の様子

　
ど
こ
の
町
や
村
で
も
、
子
供
の
誕
生
を
め
で
た
い
と
、
喜
ば
ぬ
家
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
昔
、
千
倉
で
は
、
最
初
に
女
の
児
が
生
ま
れ
る
と
、
大
喜
び
で
盛
大
に
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
親
戚
や
近
所
の
人
た
ち
を
大
勢
集
め
、
特
別
に
お
祝
い

を
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
時
に
歌
わ
れ
た
面
白
い
歌
が
あ
り
ま
す
。

　「
裏
の
畑
の
大
根
を

　
　
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
と
ぬ
き
そ
ろ
え

　
　
水
で
洗
っ
て
陽
に
ほ
し
て

　
　
塩
と
ぬ
か
と
の
抱
き
合
わ
せ

　
　
末
は
親
孝
行
と
ほ
め
申
そ
う
。」

　
一い
ち
ひ
め
に
た
ろ
う




姫
二
太
郎
と
い
う
言
葉
が
ど
こ

の
町
や
村
に
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
子
を
持
つ
に
は
、
長
子
は
女
で
、

次
は
男
が
良
い
と
い
う
伝
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。
子
供
は
女
一
人
、
男
二
人

が
望
ま
し
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「女子誕生を祝う歌」
第 211話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ
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　千葉県立安房特別支援学校では、幼稚部の入学
者を募集します。令和６年１月12日（金）まで、随時、
入学に係わる教育相談に応じます。
応募資格／�平成30年４月２日～令和３年４月１日に

生まれた聴覚に障害のある幼児、言葉な
どに遅れがみられる幼児

募集人数／３～５歳児　特に定員を設けない
提出書類／�入学願書，身体障害者手帳もしくは療育

手帳の写し、または障害を有することを
証明する診断書、返信用封筒

　　　　　※�出願書類については，館山聾分校で
配付しています�。

受付期間／令和６年２月１日（木）～２月13日（火）
　　　　　※土･日･祝日を除く
受付時間／９：00～16：00
受付場所／�県立安房特別支援学校　館山聾分校事

務室
入学者選考日／令和５年２月21日（水）
　　　　　※�入学許可候補者の発表は，３月４日

（月）９時に、千葉県立安房特別支援
学校館山聾分校の玄関前に掲示する
とともに，本人に郵送にて通知いたし
ます。

　県立安房特別支援学校　館山聾分校
	 〒２９４－００５５　館山市那古１６７２－７
	 ☎２７－２４９０　 ２７－４９５６
	 教頭　森　または
	 幼稚部主事　塚野

会計年度任用職員の登録者を募集県立安房特別支援学校
幼稚部の入学者募集

　市の会計年度任用職員として就労を希望する人
は、事前の登録が必要です。会計年度任用職員は、
登録された人の中から選考し、採用しています。
　すでに登録済みの人は、有効期間が令和６年３月
31日までですので、来年度以降も引き続き就労を希
望する場合は、再度登録の手続きが必要です。
※�登録された人が全員採用されるとは限りません。
また、登録しても市役所以外での求職活動の制限
はされません。

・�このほかにも、プール監視員、養護教諭、清掃員（清
掃センター等）、看護補助なども募集しています。

・�職種や報酬は令和５年度の金額であるため、変更に
なる場合があります。
　総務課　☎３３－１０２５

掲
示
板

有料広告

条件など

登録方法

会計年度任用職員登録申込書に必
要事項を記入し、総務課へ提出し
てください（郵送可）。申込書は
総務課、朝夷行政センター、各地
域センターで配布しています。ま
た、市ホームページからも入手で
きます。

申込受付
随時受け付けていますが、令和６
年４月１日からの就労を希望する
場合は、令和６年１月 19日（金）
までに登録を済ませてください。

登録期間 令和９年３月 31日まで

選考方法 面接や作文などの選考試験を実施
します。

任用期間
勤務時間 職種により異なります。

休　　日
土・日曜日、祝日および年末年始
（職種によって異なる場合があり
ます。）

社会保険等
勤務日数や勤務時間により共済組
合、厚生年金、雇用保険に加入し
ます。

報酬等

職種毎に設定された報酬のほか、
通勤距離に応じて通勤手当が支給
されます。また、勤務条件により
期末勤勉手当が支給される場合が
あります。

職種・報酬
職　　種 報酬（時給）

用務員、日直代行員 １，０２６円
調理員（有資格者） １，０２６円～
一般事務職、預かり保育指導
員（無資格者） １，０２６円～

医療事務職 １，０５２円～
保育士、幼稚園教諭、栄養士
預かり保育指導員（有資格者） １，１２０円～

介護認定調査員 １，３２０円～
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年末年始の
コミュニティバスの運行情報

第34回南房総フラワーマーチ
参加者募集

かんたん！スマートフォン講座
～スマートフォンのある毎日をお手伝い～

有料広告

掲
示
板 　口座振替は、納税者が指定した金融機関から自動

的に振替納付される制度です。金融機関などに行く
手間を省き、納め忘れなどを避けるために、
便利な口座振替をお奨めします。
　口座振替の手続きは、口座振替
依頼書またはペイジー口座振替受
付サービスで行うことできます。
　口座振替依頼書は、市役所、地
域センターなどのほか、市内金融
機関窓口にあります。ペイジー口座振替受付サービ
スは、対象金融機関のキャッシュカードと身分証明
書により、市役所、地域センターなどで口座振替の
登録ができる手続きです。
※対象金融機関や手続きなど、詳しくは、市ホーム
ページからご確認ください。
　税務課　☎３３－１０２３

来年度に向けて、１月から３月は
市税などの口座振替登録強化月間

【市営路線バス】
富浦線：12月29日～令和６年１月３日運休
富山線：�12月29日～31日、令和６年１月２日～３日

は休日ダイヤで運行
	 	 令和６年１月１日運休
【廃止代替バス】
丸　線：令和６年１月１日運休
※�12月31日および令和６年１月２日･３日はイオンタ
ウン館山の乗り入れを中止
　企画財政課　☎３３―１００１

とき・コース／
２月17日（土）北コース　▼35㎞・20㎞・12㎞
２月18日（日）南コース　▼35㎞・22㎞・12㎞
主会場／南房総市千倉保健センター
参加資格／
・�ウオーキングマナー５ヶ条や大会規則などを守れ
る人
※国籍、年齢、性別など一切問いません
※�中学生以下は保護者など責任者の同伴が必要です。
※障がい者の人は付添者の同伴が必要です。
参加費（安房郡市内在住）
一般：１０００円　高校生以下：無料
その他／申込方法や申込期限など、
詳細は市ホームページをご覧くだ
さい。

　 　観光プロモーション課
	 ☎３３－１０９１

　全３回の講座を通して、スマートフォンの基本操
作やSNSの使い方などを学ぶことができます。

ところ／千倉保健センター　定　員／10人
対　象／市内在住で全３回参加できる人
締　切／12月26日（火）を応募締切りとし、応募者多
数の場合は抽選を行います。
そのほか／２月に「とみうら元気倶楽部」で同内容の講
座を予定しています。詳しい内容は、広報１月号（１月
11日発行）でご案内します。

　 　管財契約課　☎３３－１０２２

※�マイナンバーカードの申請方法については、カードを持っ
ていない人を対象とします。

有料広告

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
５
ヶ
条

１
．
や
あ
！
お
は
よ
う　

　
　

 

明
る
い
挨
拶

　
　
　
さ
わ
や
か
に

２
．
信
号
で
、

　
　

  

あ
わ
て
ず
あ
せ
ら
ず

　
　
　
待
つ
余
裕

３
．
ひ
ろ
が
る
な
、

　
　

 

参
加
者
だ
け
の

　
　
　
道
じ
ゃ
な
い

４
．
自
分
の
ゴ
ミ
、

　
　

 

自
分
の
責
任

　
　
　
持
ち
帰
り

５
．
歩
か
せ
て
、

　
　

 

い
た
だ
く
土
地
に

　
　
　
感
謝
し
て

市ホームページ

と　き 内　容
１月10日（水）
９:30～ 12:30

電話のかけ方・カメラの使い方
メールの利用方法
※マイナンバーカードの申請方法

１月17日（水）
９:30～ 11:30

アプリのインストール方法
インターネットの利用方法

１月24日（水）
９:30～ 11:30

地図アプリの利用方法
ＳＮＳなどの利用方法
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　市部の福聚院は、勝山藩（藩
はんちょう
庁は現在の鋸南町）の藩主・酒井家

と深い関係を持つ寺院です。
　その関係は、勝山藩の初代藩主・酒井忠

ただくに
国（1651～1683）の父

親である、酒井忠
ただとも
朝（1619～1662）の時代までさかのぼります。

忠朝は、現在の福井県にあった小
お
浜
ばま
藩
はん
の藩主の長男で、寛

かんぶん
文元年（1661）に、小浜藩の飛び地領があった市部へ

移り住みましたが、翌年にこの地で亡くなり、福聚院で葬儀が行われました。そのため、寛文8年（1688）に息
子の忠国が、小浜藩から市部を含む安

あわのくに
房国の領地を分与されて勝山藩を新設すると、福聚院は先祖ゆかりの寺と

して大切にされました。　
　福聚院の参道入口に建っている山門は、忠朝の屋敷にあった門を、酒井家が寄

きしん
進したものだと伝えられています。

茅
かやぶ
葺きの切

きりづま
妻屋根と赤い塗装が特徴的なこの山門は、親

おやばしら
柱2本と控

ひかえばしら
柱2本で屋根を支える構造で、正面の冠

かぶき
木には、

酒井家の家紋が付いています。後の時代に修理をした痕跡がみられます
が、主要な部材は当初のままと考えられています。また、山門の手前に
ある、長方形の石材を組んで作られた台座は、歴代の勝山藩主が福聚院
を参拝した際に、駕籠を下ろすために作られた駕籠置台です。

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
12
月
号

令
和
５
年
12
月
14
日
発
行

発
行　
南
房
総
市　
〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　
千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　
秘
書
広
報
課　
　
　
０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX　
０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

※�

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○8787

シリーズシリーズ

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

勝
かつやまはんしゅ
山藩主・酒

さかい
井家ゆかりの山門と台座

　・�常時公開
・トイレなし／駐車場あり

公
開

市指定有形文化財（建造物）市指定有形文化財（建造物）

所在地／市
いちぶ
部343-1（富山地区）

所有者／福聚院（曹洞宗）

福聚院山門及び駕籠置台
ふくじゅいんさんもん か　ご  おきだい

福聚院山門

門前の駕籠置台


